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はじめまして
高橋病院訪問診療室です。

函館のシンボル、函館山の麓に古くからある病院です。

平成31年1月に訪問診療室を開設してから

もうすぐ5年となります。

現在は医師5名、看護師5名で

約300人の訪問診療を

おこなっています。

夜間・休日も24時間365日5人の
看護師で電話対応しています。



来年、秋にお引越しします。





ID-Linkって・・・
難しいんじゃない？？

と、思っている皆さん。それは誤解です。

実は、私たちもビギナーです。



当院におけるID-Linkの
活用について

・病棟や外来などは、主に医師が転院、
紹介受診などの際に他院の情報を参照
するために活用しています。

・そのため私たちも訪問診療を開始する
まではID-Linkを参照程度にしか活用した
ことがなかったのです。



訪問診療室の連携



在宅チーム間で情報共有したい！

そこでID-Linkの活用を始めました。

訪問診療先で訪問看護を利用している患者様は

すでにID-Linkでの連携をとることができていたため

昨年よりID-Linkを活用したことのない施設と

ID-Linkでの連携をスムーズに行うことができるよう

取り組みを始めました。



処方内容地域連携パス 画像情報

文書（退院時要約）
ID-Lｉｎｋ表示項目

温度板機能搭載

検査データ（時系列）

ほぼ全ベンダーを網羅

ノート



ケアマネジャーさん、施設職員の皆さん、
在宅介護をしている皆さん
こんなことで困ったことないですか？
・褥瘡ができているのに気づいた！でもどうやって

（訪問看護、訪問診療へ）報告しよう・・・

時間がたてば悪くなるし、口頭じゃ説明が難しい・・・

・薬が増えたけどなんでだろう？

どんな作用なんだろう・・・

・食事、水分が摂れなくなってきたけど、

次回診察日まで待ってていいのかな・・・

・便秘、血尿がある・・・などなど



褥瘡の経過



ノート機能の活用

相談したいときはノート機能がおすすめです！

電話しようか、どうしようか悩むくらいであれば

気軽にメッセージを送って下さい。

特に皮膚の状態に関しては写真も添付できる

のでとても便利です。

ID-Linkを活用することで隙間時間に送信、返信

できるので双方で業務の効率化、時間の有効

活用に繋がります。



実際のやりとり







薬、検査結果について

電話やFAX作成しなくても処方内容や

検査データを閲覧できます。

気になることがあれば閲覧して

みてください。





その他の状態報告









ID-Linkを情報共有のツールとして
活用した結果

・急を要さない相談・報告に関しての電話連絡が減少した。

・ID-Linkを使ったことのない施設2件と、ID-Linkを連携の

ツールとして使い始めた結果、2か月間で82件ノート

機能を活用した相談、報告があった。

・感想、意見としては「情報共有がスムーズに行える

ことで日常業務が効率よく進んだ」「時間の有効活用

につながった」「状態報告、画像の共有に役立った」等

の意見があった



ID-Linkを活用することで施設、訪問診療室の双方で
情報の均一・均等化が図られました。

他病院、他事業所の情報を共有できることで業務が
効率化しさらに円滑な連携体制が構築されます。

情報共有が密になることで、

サービスの向上となり、

患者満足度の向上にも繋がります！



ご清聴ありがとうございました


